






月レーダサウンダー（ＬＲＳ）概要
（PI: 小野高幸 東北大）

HF帯（５ＭＨｚ）のレーダ電波を月面に向けて放射し、地下から反
射されて戻ってくるレーダエコー電波を観測し、地下数kmに至る
表層構造に関するデータを取得します（サウンダー観測）。

月全域について表層構造を観測するのは世界で初めてのことで
す。

また、地球のオーロラが発する電波や木星電波等の惑星電波の
観測を行います（自然電波観測）。

地下からの反射波、自然電波とも信号は非常に微弱であり、これ
らの観測のため、高感度受信機を用い、衛星の電磁気ノイズを
非常に小さくする工夫をしています。

LRS観測のしくみ

観測周波数

送信電力

探査深度

5 MHz（サウンダー観測）

10 Hz – 30 MHz(自然電波観測）

800 W
表層から5 km程度

月レーダサウンダーの主要諸元
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月レーダサウンダー（ＬＲＳ）（自然電波観測）の初期データ
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•地球からのオーロラが発生する電波（AKR）や銀
河背景放射、及び月周辺に発生するプラズマ波動
（UHR波動）が観測されています。

•地上では電離層のために観測できない数十Hzか
ら数十MHz帯、太陽電波や地上放送波により困難
となっている数十MHz帯における観測を行います。
特に、月の掩蔽効果（地球や太陽からの雑音を月
でかくすこと）を利用することで高精度な観測が実
現できます。

•月レーダサウンダーでは月からの全方位を観測
ができる、高速データレート（492kbps）などの特徴
があり、新しい科学的知見が得られると期待され
ます。探査機でこのような高いデータレートで自然
電波の観測を行うのは世界で初めてです。

地球からのオーロラキロ
メータ電波(AKR)放射
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月レーダサウンダー（ＬＲＳ）（自然電波観測）の初期データ
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•表層構造探査に用いる4-6MHz帯でのノイズは十分低く（-100dBV以下）、月レーダサウンダー
が目指す表層から地下数kmに亘る表層構造の探査が可能であることが確認されました。
•数MHz及び10MHz以上の周波数帯域のノイズレベルは十分に低く、（-110dBV以下）木星等の
惑星電波の観測が可能であることが確認されました
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